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本文 

 私は社会を明るくするための一つとして，「人と人が心でつながり合うこ

と」が大切だと思う。なぜなら，人と人が心でつながり合うことで，相手を

思いやるやさしさが生まれると思うからだ。そして，人と人が心でつながり

合うためには「互いに認め合うこと」と「相談できる人をつくること」が必

要だと考えている。 

 一つ目の「互いに認め合うこと」が必要な理由は，認めてほしい人に自分

のことを認めてもらえないと，自分のことを大切にできないからだ。そうい

う人は，周りの人のこともかけがえのない存在だと考えられず，大切にでき

ない。一人一人がお互いに大切でかけがえのない存在だと認め合うことがで

きれば，人と人が心でつながり合えると思う。私が通っている調布中学校で

は，生徒会が考えた「ステキな人みーつけた」という企画を行っている。こ

れは，自分が友達にしてもらって嬉しかったことや，頑張っていたことなど

を発表する企画だ。お互いのステキな部分をみつけ合うことによって，相手



を認められるし，自分も認めてもらえると思う。なので，このようなことが

普段からできることが，互いに認め合うことにつながると思う。 

 二つ目の「相談できる人をつくること」が必要な理由は，信頼し合える関

係をつくることが大切だからだ。相談をすることで，自分のことを理解して

もらい，相手を信頼し合える関係をつくれる。相手を信頼し合える関係をつ

くれば，人と人が心でつながり合うことができる。私には，相談できる人が

いる。困ったことや悪いことがあったらその人に相談するようにしている。

相談することで心がスッキリして気持ちも良くなるので，人と人が心でつな

がり合うために相談できる人をつくることも大切だと思う。 

 また，私は社会を明るくするために「犯罪を減らすこと」も必要だと思う

が，犯罪を減らすためにも，人と人が心でつながり合うことが大切だと言え

るのではないか。私はよくニュースを見る。少し前までは新型コロナウイル

スについてのニュースを多く目にしていたが，最近は犯罪についてのニュー

スもよく目にする。ニュースを見ると，全国で様々な犯罪が起きていること

が分かる。お金がなくて我慢できず，人のものやお店のものを盗んでしまう

人。たくさんのストレスがたまって見ず知らずの人を刺してしまう人。麻薬

に好奇心をもって，手を出してしまい，中毒症状から癖になり，何度も繰り

返してしまうなど様々だ。これらのことはやってはいけないことだと誰もが

分かっているはずなのに，中には犯罪をしてしまう人がいる。なぜ犯罪は減



らないのかを考えてみたとき，自分の気持ちを理解してくれる人がいないか

らむしゃくしゃした時や腹が立った時などに，心の中で嫌な気持ちがたまっ

ても，そのことをうまく吐き出すことができず，犯罪に走ってしまうのだと

思った。しかし，人と人が心でつながり合ったら，相手を傷つけることもで

きないし，自ら命を絶つこともできなくなると思うので，犯罪を減らすため

にも，互いに認め合うことが必要だ。また，何か困っていることをためこん

でしまった結果，犯罪を犯してしまう人もいる。そのため，相談できる人を

つくることも必要だ。 

 「互いに認め合うこと」と「相談できる人をつくること」ができれば，人

と人が心でつながり合い，犯罪が減ると思う。心でつながれば，信頼が生ま

れ，犯罪に走りそうになったとき，自分を信じてくれた友達や家族の悲しむ

顔がうかび，自分を止めることができると思う。社会を明るくするために，

周りの人とのつながりから変える必要があるのではないか。私も自分の周り

の人をかけがえのない存在だと思い，互いに認め合い，相談できる人の輪を

広げ，人と人が心でつながり合える関係をつくっていきたい。 

 


